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1．　はじめに

　（1〕これまでに公にしたフランス海上保険契約の生成史に関するいくつかの

論文1の中で，筆者は何度か商仏マルセイユにおける初期の海上保険契約の状

況について触れてきたが，このフランスにおける海上保険契約の生成の歴史を
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探る上で，マルセイユの占める地位がいかに重要であるかについては，ここで

改めて述べるまでもない。すなわち，この地マルセイユは，必ずしもイタリア

から海上保険が導入されたフランス最初の都市ではないけれども，海上保険が

イタリアで生まれてからそれほど時を経ることなく，この地に伝えられたであ

ろうという，時の古さや地の利ばかりではなく，現在まで知られている史料の

豊富さや保存状況の良さ，さらには，これまでに内外の学者によって公刊され

てきた海上保険契約生成史研究の内容を覆すその史料の重要性に至るまで，中

世マルセイユを除いてフランスにおける海上保険契約の歴史は語れない。

　そこで，これまでに筆者が公にしたマルセイユにおける海上保険の生成に関

する研究を，その後の研究をもって補いながら再考してみたいと思う。

　（2）フランスでは，メロヴィンガ王朝（Mξrovi㎎iens，486－751年）の初期

には既に商業はかなりの隆盛を誇っていたのであるが，この隆盛はフランク王

国の全盛を導いたカール大帝（Charlemagne，在位768－814年）の輝かしい治

世下まで続いた。

　このカール大帝の死後，フランク王国は長子ロタール1世のフランク王国

（ロタール王国，伊），次子ルードヴィヒの東フランク王国（独），カール禿頭

王の西フランク王国（仏）に三分割され，今日のイタリア，ドイツ，フランス

の起源ができ上がるのであるが，この頃から兆侯を示し始めた幾多の災厄に

よって，これら初期の繁栄は消滅することになる。この災厄を招来した主因は

劉偉極まるノルマン人の侵入であったが，パリ伯ユーグ・カペー（HugueS

1　「フランスにおける初期の海上保険契約について」暇険学雑誌』第479号（昭和52年ユ2月，日本

　保険学会）；「フランス海上保険史研究一泌世紀から18世紀末まで」一早稲田商学』第269・270

　号（昭和53年3月，早稲田商学同攻会）；「中世フランスの海上保険11〕」r早稲田商学』第283号

　（昭和53年7月，早稲田商学同攻会）；「フランス海上保険証券の系譜を探る」噸害保険事業研

　究所創立45周年言己念・損害保険論集』（昭和54隼3月，損害保険箏業研究所〕；「フランスにおけ

　る海上保険の生成」個際商務論の諸闘題一その理論と取引憤行』（平成10年3月、同文館〕。
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Capet）がノルマン人を撃退した頃（885年）から（カペー王朝一一つ87－1328

年），封建制度が勃興し，商工業の発展の抑圧に拍車をかけることになった。

　しかし，封建制度が定着し，社会が安定するにつれて，手工業や商業が成長

し，これらの中心地に都市が発達した。更に，前後7回にわたって行なわれた

十字軍の遠征は，封建諸侯の権力を減退させ，封建制度そのものを衰退させた。

と同時に，東方との接触によって，商業は一層の発展を見た。自由都市

（Comm㎜eS）の解放が一層容易になり，国王の掌中に権力を集中することに

よって，秩序が回復された。

　10世紀末から続いたカペー王朝が断絶し（1328年），ヴァロア王朝のフイ

リップ6世（Philippe　VI）が即位したことに対して，王位継承権を主張するイ

ギリスが開戦し，1339年から1453年まで英仏間で戦わされた激烈な百年戦争

（la　Guerre　de　Cent　Ans）によって，フランスの封建貴族は大打撃を被り，国

王による中央集権化が一層進んだが，この間も商工業は順調な発展を遂げた。

　この問，マルセイユ（Marseil1e）は常に成功裡に海上商業に従事していた。

マルセイユの商人の獲得した富は，彼らをしてマルセイユ地方の諸貴族の封建

的権力支配およびSaint－Victor教会の宗教的権力支配に対抗させるのに十分

であった。

　フランスで，東方諸国との遠隔地商業を行なった最初の都市はこのマルセイ

ユである。地中海東部沿岸地方にフランス領事館を設立できたのも，このマル

セイユ商人のお陰だと言われている。イタリアのジェノヴァ（Gεnes）やヴェ

ネツィア（V㎝jse）は，その諸種の特権・独占権を維持するために，しばしば

マルセイユに対して武力を行使し，執鋤に諸要求を突き付けてきたが，マルセ

イユはその商業を東方諸国との間に維持することができた。1136年および1152

年のイエルサレム王フック3世（F㎝que　lII）の特許状およびボードワン

（Baudoin）の営業免許状によって，マルセイユ人は非常に広範な特権を与え

られている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　21
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　このマルセイユは，13世紀に入って独立の共和国となった。　さらに遅れて，

シャルル・ダンジュ（Chalres　d’Anj㎝）に従ってその冒険的遠征に身を任せ，

それによって商業上の繁栄を得たモンペリエ（Montpellier）は，マルセイユに

とって強力な競争相手となった。この都市は，フランス商業の誉れジャック・

クールGacquesCoeur）を世に出した。

　マルセイユ，モンペリエに続いて，ナルボンヌ（Narb㎝皿e），さらに大西洋

側ではラ・ロシェル（La　Rochel1e）およびルアン（Rouen）が商業都市の仲閻

に加わった。これらの港は既に15世紀には隆盛を極めていた。

　しかしながら，外国貿易は長い問外国人，とりわけイタリア人の掌中に止ま

り，外国貿易が彼らの手から關放されたのは，ルイ11世（L㎝is　XI）の治世下

においてである。

2．1328年11月12日の用船契約書

　しかし，既にI4世紀の前半に海上保険が知られていたイタリア諸都市，ある

いは少なくとも15世紀の初頭までには海上保険が移入されていたヴァレンシア

（Valence）やバルセロナ（Barcelone）などのスペイン諸都市と絶えず関係を有

していたフランスの地申海沿岸都市が，海上保険の導入について15世紀の中葉

または末葉まで待っていたということは考えられない。当然，15世紀の初頭ま

で絶えず成功裡に海上商業に従事していた上記の諸都市では，スペイン諸都市

と同じ頃に，あるいは既にそれ以前に海上保険は行われていたのではないか。

あるいはそこで行われていた冒険貸借（prεt自1a　grosseもしくはpret自1a

grosse・ventu・e）または海上貸借（Seedarleh㎝）から，仮装無利息消費貸借や

仮装売買（vente　fictive）という形態を経て，原始的な形態であるとしても，

今日見られるような，危険負担を唯一の目的とし，前もって保険料が支払われ

る真正海上保険契約は生まれたのではないか。

　事実，既にユ3世紀から，マルセイユにおいて冒険貸借が行われていたことは，
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同市の公証人の記録からも明らかであるが2，その中でも特に，マルセイユの

ブーシュ・デュ・ローヌ県立古文書館（ArchivesD6partementalesdes

Bouches－du－Rh6ne）所蔵の1328年11月12日の公正証書は，中世ラテン語で羊

皮紙に認められた保険契約に非常に類似した証書であって，以下の原文および

拙訳から明らかなとおり，二一ス（Nice）の市民であるJacomini　Marquesan1

が用船した，マルセイユ在住の官吏Jean　Atous　Oean　Atulphi）が所有するガ

リー船1a　Sai皿te　Aventure号について，同年の11月12日から6月24日までの期

間につき，サヴォーナ＜Sav㎝e）およびジェノヴァのギベリーノ派の者たち

または“peしatis”4と言われるモナコ人によって捕獲・掌捕，占有奪取，または

破壊されることによって生じる損害について，Hyeres市のユダヤ人Astruc

（Astrug）に，200金フロリンの金額まで負担させている冒険貸借証書であるが5，

特定の期問，特定の危険について，契約外の第三者に負担させているという点

2　　Barati喧r　et　Reynaud，肋∫細一椛d側0榊描押蜥‘‘d岳〃皿灼直〃紅丁一I，Pans，ユ95ユ，p．885；Say0Hs　A．一E．，五苗3

丁閉洲灸竹∫伽地3田伽r工｛5A∫∫邊伽碗伽蝸Co閉伽招κ他如3｛f加工3κ胞加C伽閉μδMo鳩ε｛〃壇カ舳dα閉り埋XIV坦

∫｛壷幽｛Revue　mstorique　d僅Droit　FmnC目is　et　Etranger，1935），p．470；Va1色ry，j．，Co〃吻灼d“5舳”

α惚宜〃鮒痂棚召d蜆XHr∫一庇工豊｛Revue　G違皿逢rale　du　Droit，de　la　L色gislat1on　et　de　la　jurisprudence，1915

et1916〕，Bia口card．L、、Do伽冊蛇拘姑1加占桃s〃胎Co㎜㎜κ吾ゐ〃蜆畑‘棚島M囲rseille，ユ884；Bo並eux　L－A，，

工日F肋捌伽d召ル屹r屹沼埋∫螂｛”包置∫玩閉㎡姥〃貼∫Dε凸批姑伽三二4∫s切竈蜆批’8」、4凪γ批一棚蛇，Paris．1968，pp　60－

6ユ1（≡a1h里、L．，〃雄伽f閉榊伽b一、。エソ8∫刮他協略Paris，ユ985，P，99e＝suIv

3　この公正証書については，Ba醐tier自t　Reym咀d，砂む批．T．I1，p．885に仏訳が付されているので，

拙訳はそれに拠った。ただし，原文の意味が不明のためか，原文のe畑pt二〇日i　dollからetiam㎜

oliquo　rev㏄劃r巴までの部分は仏訳されていない。

　一pelatls”については，意味不明である。

　Boit繧ux、ψむ〃、pp186－187．更に，圃じくマルセイユの県立古文書館に保存されている1333年

　9月18目および同隼10月20日付げの二通の冒陰貸借証書については，B乱ra士ieretRey蜘d、妙α左，

　p885，Bolt直ux，ψ漱，p．190，木村栄一rロイズ保険証券生成史」（昭和54年，海文堂）pp．160一

　ユ61参照。　また，1333年4月8日付けの用船契約書が同古文書館に保存されている竈これによれ

　ば，マルセイユの二人の船主／同時に船桑りでもある）が，二梱包の羊毛をジェノヴァに運送す

　るために自分たちの船を用船に出した。この用船契約の条件は，ジェノヴ7の商人Valentin　de

　C鮒re蜘が100金フロリンを貸借金額として受取り、ジェノヴァに到達後3日以内に．24金フロリ

　ンの用船料を添えてジェノヴァで返済するが，ジェノヴァに到達しなければ返言斉を要しないとい

　うものであった回一αBarati田rR壇y皿aud、碓漱，p－885．n，1一
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で，非常に保険契約に近い。同証書では，無利、自、消費貸借（pret　gratuit　de

mut㎜m　gratis　et　amore）証書において見られるように，Astrucが「無利、自、か

つ好意をもって」（gratis　et　bona　vo1untate）行動することを記しているが，同

時に，“assegurare　et　fidejubere”という言葉が見られ，特に興味深い。

　　　　《A皿no　Domini　mi1Iesimo　tricentesimo　vicesimo　octavo，die（1e　jour　et　le

mois　ont6tξoubIi6s）duodecime　indictionis，noverint　universi　et　singu1i　pre－

se皿tes　pariter　et　futuri　quod　cum　nobi1is　vir　dominus　Johannes　Atulphi　de

Massi王ia　miIes　fecerit，constltuerit　et　ordinaverit　suum　nuncium，nego－

ciatorem，gestorem．patronum　et　ductorem　cujusdam　galee　sue　vocate∫α械召

λ也舳励惚ad　dominandum　patronandum　regendum　et　gubema皿dum　ac　etiam

ducendum　dictam　galeam　videlicet　Jacominum　Marquesani　de　Tagia　fratrem

et　ut　conjmctam　personam　Guideti　Marquesani　civis　et　habitatoris　Nicie

sub　tali　pocto　et　conventione　quod　dictus　Jacomi皿us　noviter　factus　patroms

dicte　ga1ee　promisit　et　conveIlit　dicto　domi皿o　Johami　Atu1phi　militi　dictam

galeam　habere　tenere　periculo　suo　etiam　assegurare　et　fidejubere　pro　ea　us－

qlユe　ad　ducentos　florenos　auri　fini　de　Florencia　recti　et　justi　ponderis　silicet

de　Gibilinis　Saone　et　a1iarum　partium　riparie　Janue　et　de　pelatis

Monachi　ad　voluntatem　et　requisitionem　dicti　domini　Johannis　Atu1phi　seu

alterius　legitime　persone　pro　eodem　de　predicta　securitate　usque　ad　dictam

quantitatem　sibi　dare　ydoneam　calユtionem　in　ciuitate　Tholoni　uel　in　castr0

Arearum　prout　predicta　omnia　universa　et　singula　latius　constant　quodam

publico　instrumemto　scripto　m罰nu　Bartho1omei　de　Sa1inis　notarii　publici　de

MassiliafactosubinmmineDominiAmenamoincamacio皿isejusdemM

CCC　XXVIII　indictione　duadecima　die　duo昨cimo　novembris　hora　tercie．

Ecce　nunc　quod　predicta　galea　apeHata　ut　predicitur∫σ侃伽λ〃召侃ま帆γαapIica一

24
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ta　et　existenti　nunc　in　portu　seu　p1agia　maris　castri　Arearum，Astrugus　de

Narbona　a1ias　dictus　de　Sancto　Yberio　judeus　habitator　dicti　castri

Arearum，certificatus　de　pr■edictis　omnibus　miversis　et　singuhs　et　in　sua

presentia1ecto　recitato　et　divulgato　romana　linga　toto　tenore　instru㎜enti

predicti，9・atisetb㎝auo1㎜tate㎜otusno皿deceptusneccoactusnequein

aliquo－cir㎝m・entus，Preceetrequisitionep・edictiJacominiMarquesani

prese皿tis　petentis　et　requirentis　suo　nomine　proprio　et　nomine　ac　ut　con－

juncte　persone　predicti　Guideti　Marquesani　fratris　sui　de　solvendis　resti－

tuendis　et　assignandis　in　c劃stro」Arearum　predicto　domino　Johanni　Atu1pho

∬一iliti　seu　alii1egitime　persone　pro　eo　predictis　ducentis　florenis　auri　fini　de

F－orentia　de　bono　pondere　pro　ecmenda　so1utione　satisfactione　interesse

precio　et　va1ore　dicte　galee　cum　sua　sarcia　corredo　et　apparatu，si　hinc　ad

gestum　sancti　Johannis　Baptiste　primo　venturum　ipsam　galeam　capi　alienari

transferri　et　dissipari　cont王ngeret　quod　Deo　avertat　per　Gibilinos　Saone　et

aiiarum　partiu㎜riparie　Janue　seu　per　pelatos　de　Monaco，se　ob1igavit　et

constituit　fidejussorem　principalem　so1utorem　et　debitorem　penes　Bertran－

dum　Meuj　de　Massi］ja　prese皿tem　s1二ipu1a皿tem　et　recipientem　nomine　pro－

clユratoris　predicti　domini　Johamis　Atu1phi　militis，de　quo　procuratione　con－

stat　quodam　pub1ico　instmmento　scripto　ma皿u　predicti　Bar比o1omei　de　Sali－

nis　nctarii　pubhci　factc　s’ub　in　nomine　Do㎜i聰i　Amen　anno　incamationis

ej1ユsdemMCCCXXVmindictioneduodecimadieduodecimoLNovembris，

hora　Tercie，sub　ob1igatio皿e　o㎜niu㎜bonoru㎜．predicti　Astrl』gi　judei　pre－

sentium　et　futurorum　refectionis　et　restitutionis　dampnorum　expensarlユm

gravamiIlum　interesse　disturbiorum　litis　in　lite　et　extra　litem；renuntians

dictus　Astrugus　j1ユdeus　expresse，beneficio　nove　constitutionis　de　fidejus－

s⑪ribus　quod　dicit　quod　si　principalis　et　fidejussor　ambo　vide1icet　sunt

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25
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　ydonei　et　solvendo　debet　priI皿o　conveniri　principa1is　quam｛idej1』ssor，et　ex－

　ceptiol〕i　do1i　et　conditioni　sive　causa　in　factumque　actioni　ind皿ciis　viginti

　dierum　et　quatuor　mensium　et　om皿i　ani　juri　rationi　deffe皿tioni　exceptio皿i　et

　ex　pacto　expresso　petitioni　et　oblationi　libem　translatum　h1ユjus　instrumenti

　no皿petendo　et　deinque　omni　a1ii　juri　per　quod　contra　predicta　vel　a1iquis

　ex　eis　modo　a1iquo　facere　l1e1venire　posset　sel」ea　infringere　et　etia皿ユin　ah・

　q1ユO　reVOCare－

　De　quibus　o孤nibus　universis　et　sing日1is　supradictis．predictus　Bertrandus

　Mel1i　qlユo　supra　nomine　petiit　sibi　fieri　pub1icum　instmmentum　per　me

　notarium　subscriptum．Actum　Areis　in　operatorio　Hugo皿is　Ayg1eveni　in

　presentia　et　testi㎜onio　Raymundi　Caste1li　notarii　publici，Petri　Grassi　juve－

　nis　testium　et　mei　Johannis　Textoris　notarii　publici　auctoritate　regis　Jeru－

　sa1em　et　Sicilie　constituti　qui　hanc　cartam　publicam　scripsi　et　signo　meo

　s・1itosigna・i．》

　　「主キリスト降誕1328年第12回公会議召集の日に筍，マルセイユの官吏

　である，高貴な人Jean　Atulphiは，実際に二一ス（Nice）の市民であり住

　人であるGuidel　Ma．quesaniの兄弟であり，かつ事業の協力者である

　TagiaのJacomi皿Marquesaniを，自己所有のSainte　Aventure号と呼ばれ

　るガリー船を指揮し，守護し，管理し，支配し，かつ操船さえも行なわせ

　るために，自己の代理人，同ガリー船の管理人，支配人，船長および指揮

　者としたことを，現在および将来にわたって了解した。新たに同ガリー船

　の船長に任命された上記Jaco㎜i・は，上記の官吏Jem　Atulphiに対して，

　同ガリー船を自己の危険で占有し，適正な重量のフィレンッェの純金200

　フロリンの金額で同船を保険し，かつ補償することを約束した。この保険

6原文には，「月」と「日」の記載が漏れている。
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は，サヴォーナ（Sav㎝e）およびジェノヴァ海岸の他の場所のギベリー

ノ派の者たち（les　G1bel1ns）およびモナコの“pelatis”がもたらす危険に

ついて付けられる。この保険は，上記の補償につき上記金額を隈度として，

Jean　Atulphiまたは法律上彼に取って代る資格を有する他の者の意向およ

び求めに応じて付けられる。Jacominは，全体としてまたは個別になされ

たこれらの条項が，『主キリストの名において，アーメン』という祈りの

下に，マルセイユの公証人Barth61εmy　de　Sali皿sの手で書かれた公正証書

をもって合意されたすべての範囲に充当すべきトゥーロン（T㎝1㎝）市

またはHyeres市の住人の有効な保証を，Jean　Atulphiまたは法律上彼に

取って代る資格を宥する池の者に与える。

　主キリスト降誕1328年剃2回公会議招集の日である11月ユ2臼9時。

　Sainte　Aventure号と呼ばれるガリー船は，現在係留されて，Hyさres市

の港に在る。Hyさres市に住む，かつてSaint－Yvesと呼ばれたナルボンヌ

のAstrugは，その面前でローマの言葉で読み上げられた本契約のすべて

の条項および上記証書のすべての内容について了解した上で，自分自身の

名およびその兄弟であり現在事業の協力者である上記Guide1Marquesani

の名で現在要求し申請しているJ邊comin　Marquesaniの依頼を受け，かつ

その求めに応じて，全く騎されることも，強制されることも，篭絡される

こともなく，自らの意向と意思に従って，契約に参加した。本契約の目的

は，今から洗者聖ヨハネの祝日7までの剛こ，同ガリー船自体がサヴォー

ナおよびジェノヴァ海岸の他の場所のギベリーノ派の者たちによって，ま

たはモナコの“pe1盆tis”によって，捕獲され，掌捕され，奪われ，破壊さ

れるに至った場合に（神がこの様なことを退け給うことを），すべての艦

装を伴った良好な状態の上記ガリー船の価格および価額に充当するための

7　6月24日竈
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　支払または損害賠償金を入手する（獲得する）ために，Hyεres市におい

　て，宮吏Jean　Atu1phi氏に対して，または彼によって法律上資格を与え

　られた他の者に対して，フィレンッェの純金で200フロリンを支払うこと

　である。Astrugは，官吏である上記Jean　Atulphiの代理人として契約の

　履行を要求し，債務を受けるマルセイユのBertrand　Me1liに対して，保

　証人，主たる支払人および債務者となるべき義務を負い，かつその者に任

　命された。この代理権は，『主キリストの名において，アーメン』という

　祈りの下になされた，公証人である上記Barthelemy　de　Sahnsの自筆の公

　正証書に基づくものである。主キリストの1328年第12回公会議招集の日で

　あるユ1月12日9時，上記Astr㎎のすべての担保の下に，Astr㎎は損害賠

　償金，費用，現在および将来の修繕費，訴訟上のまたは訴訟外の紛争問題

　の修復費用を引受ける。上記Atsrugは，主たる債務者および保証人が互

　いに，明らかに支払能力を有する場合には，保証人および……豊よりも先

　に主たる債務者に（債務の弁済を）行なわせなければならないという保証

　人に関する新たな規定の恩恵を明示的に放棄する。

　　そして，上記取り決めの全体および各々から，上記の資格の下に行動す

　る上記Bertrand　Me1liは，下記の公証人である私に対して，彼のために

　公正証書を作成することを要求した。

　　公証人Raym㎝d　Castel，証人Pierre　Gras，およびイエルサレムおよび

　シシリーの王の決定により公証人に任命された私Jean　Textor自身の面前

　で，かつ宣誓を得て，Hyξres市のHugon　Ayglevinの執務室においてこれ

　を作成した。私Jean　Textorがこれを書き，私の通常の自署を以って署名

　した。」

8原文に含まれる暖昧な用語や形式の集まりから，Galh亜の載せている仏語訳では，原文のeま㏄p－

t1oniからEtIammoliquorevocareまでの5行を省略している拮これは恐らく，GauixがBar囹tler

et　Rcyn犯d「ψ〃，T．II，p．885の仏訳をそのまま転記したためであろ㌔一注3参照。
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3．1379年2月15日の仮装売買契約書

　　また更に一歩進んで，売買の形式を取りながらも実質は保険であるという，

いわゆる「仮装売買」（vente正ictive）の保険に関する1379年2月工5日の契約書9

が，パリの国立図書館所蔵の当時の公証人の記録の申に見出される。

　　この1379年2月15日の契約書の原文を次に示そう。

　　　　《Anno　quo　supra　die　XV　mensis　februarii　in　vesperis．Notum　sit　etc．

quod　syer（？）Fredericus　Giraudi　mercator　de　AIbenguena　pro　ut　asserit

habeat　penes　se　quingenta　quincalia　caseorum　Sardinensium　in　presente

civitate　Massi－ia，pro　quibus　tractata　fiunt　baraca　sive　excambium　inter

eum　et　honestum　virum　Julianum　de　Casalib1ユs　mercatorem　dicte　civitatis

pro　sex　peciis　pannorum　diversorum　de　Me1inis　et　sex　peciis　pannorum　di－

versorum　colorum　de　Vemisio　ac　viginti　peciis　pannorum　diversorum　co－o－

rum　Lingue　Ocitane　quas　simi1iter　idem　JuIianus　habet　in　civitate　presenti．

Ecce　quod　nunc　dicti　Fredericus　et　Julianus　voIentes　dictum　excambium　du－

cere　ad　effectum　bona　fide　etc．per　se　et　suos　cambium　baracam割tque　per－

mutacionem　firmam　et　irr■evocabi1em　inter　eos　fecere　et　concordiam　inhibere

per　modum　subscriptum　pro　preciis　infrascriptis　ut　q1』quod　dictus　Frederi－

cus　dedit　tradidit　et　concessit　per　se　et　suos　virtute　presenti　excambii　seu

barace　eidem　JuIiano　dicta　quingenta　quincalia　caseorum　precio　unius　mille

刊orenorum　auri　de　camera．Quequedam　quinge皿ta　qlユincalia　caseomm　ipse

Jlユ1ianus　pro　se　et　suos　confessus　fuit　habuisse　a　dicto　Frederico　et　integre

recepisse．Et　e　coverso　dictus　Ju1ianus　per　se　et　suos　dedit　et　concessit

9　Bibhoth色q肚N囲tio口aIe，M加u彗cript．N七Acq－Latiエ1es1342－fo26vo－fo28
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30　　　　　　　　　　　　　　早稲田商学第377号

　　eidem　Frederico　presenti　stiplユ1aエlti　et　recipienti　pro　se　etsuos　dictos　panI1os

　　superius　dec1aratos，ut　dictas　sex　pecias　pannorum　de　Melunis　pr㏄io　sex－

　　agintanorimrumauridecame・aproqualibetpecia．Itemdictasexpecias

　　pamorum　de　yem｛sio　precio　quadraginta　norinorum　auri　de　ca㎜era　pro

　　qualibet　pecia．Item　et　dictas　viginta　pecias　pa！lno　rum　Lingue　Ocitane　pre－

　　cio　viginti　norencrum　auri　de　camera　pro　singuli　pecia，quoquodem　precio

　　ipsorum　pannorum　slユmmam　proficimt　mille　Oorinorum　auri　de　ca㎜era，

　　quas　pecias　pannorum　omnes　et　singulas　dictus　Fredericus　per　se　et　suos

　　confessusfuithabuisseetintegrerecepisseadictoJuliampeciissupradic・

　　tiS．

　　Renlユnciantes，etc．Pro㎜ettentes，e沈．（formules）

　　Actum　MassiIiae　in　butigia　dicti　Ju1iani　sita　in　carraria　speciarie．

　　Johannes　de　Cugis

　　Anthonius　Barberii

　　Monetus　Cauderie　　　　　　　　　　de　Massilia

　　et　Syffredus　Odo1i

　　Subscripsi　ego　Laurentius　Aycardi　notarius．

　　Eodem　die．．．notum　sit　etc．quod　honestus　vir　Ju1ianus　de　Casalibus　merca－

　　tor　de　Massilia　bona　fide　etc－per　se　et　suos　confessus　fuit　et　pub1i㏄recog－

　　novit　dictc　Frederico　Guiraudi　mercatori　de　A1be皿guena　prese皿ti　stipulaIlti

　　et　recepienti　pro　se　et　suis　ab　ipso　Frederico　habuisse　et　veraciter　ac　in－

　　tegre　accepisse　mi11e　et　centum　triginta　fi1os　caseorum　Sardinensium　assen－

　　dentium　summam　seu　va1orem　miue　norinorum　auri　de　camera　causa　assi－

　　curacionis　facte　per　ipsum　Ju1ianum　eidem　Frederico　de　caseis　supradictis．

　　Renuntiantes　etc．

　　Quosquidem，mi11e　ce皿tum　triginta　quinque　filos　caseorum　Sardine皿sium
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promisit　so－vere　et　convenir　dictus　Julianus　per　se　et　suos　eidem　Frederico

presenti　stipulanti　et　recepienti　mandare　per　mare　apud　Sahonam　hinc　ad

festum　Pascarum　proximum　futurum　sumptibus　propriis　ipsius　Frederici　et

ad　fortuIlam　dicti　maris　et　periculum　malorum　ventium　et　resigum　ipsius

juliani．Ipsosque　caseos　sumptibus　pericuIo土ortuna　et　resigno　supradictis

dare　tradere　et　consig皿are　et　dari　et　tradi　seu　consignari　facere　eidem

Frederico　in　dicto　loco　de　Sahona　ve1　a1teri　recipienti　1egitime　pro

eodem。。．》

　すなわち，この契約書によれば，マルセイユの商人JuliendeCasau1x

（Ju1ianumdeCasalibus）は，1，000フロリンでアルベンガ（Albenga）の

Frξdξric　Giraudimからサルディニア（Sa・da虹e）のチーズを受取ったことを

言明し，このチーズを自らの危険とFrξdξricの費用負担でパーク（Paques）

からサヴォーナまで運送することを約束してい糺そして，損害が発生した場

合には，JulianはFr6dεricに1，000フロリンを支払い，逆に損害がなければ，

この契約をなかったものとするのである。つまり，Ju1ien　de　Casaulxは，積荷

であるチーズの買い取りを仮装し，航海中損害が発生すれば，売買契約に従っ

てFrξdξric　Giraudiに1，000フロリンを支払い，積荷が無事到着すれば，売買

契約そのものを無効とすることによって，保険と同じような危険負担をしたの

である。

4．無利息消費貸借の様式

　さらに，1379年の日付けをもった多数の無利息消費貸借（mut㎜m　gratis　et

amore）を仮装した保険契約書がマルセイユの県立古文書館に保存されている。

10　B目ratler虐tRεynaud，妙“f，叫885．n．2は〈FrξdξrlcImperiali〉としている。
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これは常に，またはほとんど常に，次に示すような定型化された様式をもって

行われていたH。

　　《Stepha皿us．．．dominus　et　patronus．．．recog皿ovit　Petro，．．habuisse　causa

veri　mutui　gratie　et　amoris．．．florims，imp1icatos　et　conversos　per　el］m　in

armamento　et1lecessariis　usibus　dicte　ga1ee，videlicet　ad　fortunam　Dei，usus

maris　et　aquarum　dulcium，periculum　ignis　et　malaru㎜gentium，ac　res－

i馴um　ipsius　Petri，et　ad　partem1ucri　ve1perdimenti．》

　ところで，木村博士は，マルセイユが仮装売買形式の保険をジェノヴァから

知ったと判断しておられるが12，上記の仮装無利一自、消費貸借契約の形式が，

EnricoB㎝saの《Ilcontrattodiassicurazionenelmedioevo》（申世における保

険契約）に掲げられている1340隼のジェノヴァのものと似ているところから，

マルセイユは，仮装売買形式の保険ばかりではなく，無利息消費貸借を仮装し

た保険契約についても，ジェノヴァから知ったと推論できようか。

5、ジェノヴァの影響

　14世紀末から15世紀初頭にかけて，マルセイユは，緊張する国際関係の中に

あって幾多の戦争の巻き添えを食い，特に，アンジュ公ルイ2世によるナポリ

王国への派兵（王位継承戦争への参加）によって疲弊した。ユ407年には，護送

船団が荒天によって破壊され，その多くの船舶を所有していたマルセイユ人が

大損害を被るという事件が起きた。

　このように，マルセイユの15世紀初頭は非常に不幸であったが，1423年のア

11　Sayous、ρρ．α止，pp．43－44

12木材栄一「フランスにおける海上保険および海上保険証券の生成」［大林良一博士退官記念保険

学論集』P44．
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ラゴン人の襲撃はこの不幸に追い討ちをかけた。この襲撃を受けたマルセイユ

の貿易取引を支配していた商人たちが滅び，新たに同地に移住したラングドッ

ク人，カタローニィア人およびとりわけジェノヴァ人やフィレンツェ人など多

数の活発な外国人たちが，同地の商業に重要な地位を占めるに至った。

　現存している非常にたくさんの公証人の古記録から，マルセイユの商人たち

は，1425年以前には全くと言っていいほどに真正保険（保険料保険）契約を無

視していたことが分かるが，この外国人，とりわけ当時すでに海上保険の制度

が弘布していたイタリアのジェノヴァから移住した商人たちが，マルセイユに

おける保険の生成に大きな足跡を残したと思われる。すなわち，マルセイユで

現在知られる最古の真正海上保険契約は，1426年のもの（複数）であるが，そ

の保険契約における保険者はRaphaさl　Castagne，Barth61emy　de　Marinis，Mar－

tinDomest色gue，RaphaelCore毘zaといったジェノヴァの商人であったこと13，

その後の初期のマルセイユの海上保険契約を見ても，独占的にではないにして

も，　Lombardino　di　Passano，Julien　de　Cazaux，　Giovanni　di　Remezam，　di

Marinis家，Corezza家，Doria家，Vento家のPierreやAdam，NicolasSpinu1－

1a，Balthazar　de　Paul，Perucci，Cap㎝i　Ceratorii等，ジェノヴァ人保険者が

圧倒的に多いこと14，初期の保険契約がフィレンツェやピサ（Pise）において

見られるようなイタリア語のものではなく，ジェノヴァで行われていたような

ラテン語のものであること15，契約内容や約款が他の地のものと比べて極めて

少ないこと16，さらには，マルセイユにおける海上保険契約書はジェノヴァに

おけると同様に，公証人によって作成されていること1等から，マルセイユに

13　　B刮r副tier　et　Reynaud，ψ．‘針．p．886，n．1．

14　Boiteu亜，ψ。蜆；．P．92．

15　Florence　E1der　de　Roover、肋rり伽個榊μωq1捌畑閉胞り榊側畑蜆αてthe　Journal　of　Econo皿ic　H1story，VoL

V，No2．1945〕，木村栄一・前掲論文p．46；同・「ロイズ海上保険証券の系譜」卜橋大学研究隼

報・商学研究j第18号，pp．133－134．

16　Bar…■tier　et　Reynaud，功一む訂．p－885，ll－3－

17　deRoover．ψ，む打、p18？一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　33



　34　　　　　　　　　　　　早稲田商学第377号

は，海上保険は15世紀の初頭にジェノヴァ人から伝えられたと推論できる工8。

　　この近隣国ジェノヴァの影響は，バルセロナにおいてフイレンツェの影響が

強かったのと異なり，マルセイユにおいて，その後も長い聞続いている19．

6．1427年2月17日の保険契約書

　　マルセイユの県並古文書館には，ユ427年2月17日の保険契約書が保存されて

いる。以下に，その原文および拙訳を示そう。

　　　　《Anno　incamationis　Domi皿i　mi1lesimo　CCCC　XX　sexto，die　XVII　men－

sis　febroarii，hora　circa　vesperis■Notum　sit　etc．．．quod　cum　nuper　hon－

orabiles　viri　Raphae1Castanee，Ju1ianus　de　Remezano　et　Raphael　Carreza

januenses　et　Johannes　Forbini，Gabriel　Vassa1hi　et　Raymundus　B1ancardi　de

civitate　Massi1ie　assecuravissent　presentem　ciuitatem　usque　summam

duorum　milium　floremrum　de　rege　currentium　ponendorum　et　converten－

dorum　per　dictam　ciuitatem　in　preciis　bladorum　recipiendorum　et　oneran－

dorum　in　carcatoriis　locorum　de　Forojulio　et　de　Grimal　in　certis　barchiis

mitendis　per　dictam　ciuitatem　ad　carcatoria　predicta　videlicet　dictus

RaphaeI　Castanee　pro　quadringentis　f1orenis　et　dictus　Julianus　de　Remezano

pro　quadringentis　florenis　et　dictus　Raphael　Carreg1ユa　pro　quadringentis　fL

et　dictus　Johannes　Forbini　pro　quadringentis　fl．et　dictus　Gabrie1Vassa1hi

pro　ducentis　florenis　et　dictus　Raymundus　Blancardi　pro　aiiis　ducentis

florenis　Cum　pacto　quod　omnes　assecuratores　predicti　non　possent　currere

riscum　in　una　dictarum　barchiarum　nisi　so1um　et　dumtaxat　pro　sexcentis

18木村栄一・前掲書，pp．162－163も，Ripert，G．，D閉〃脇棚榊，4th　ed、，uI．Paris，p－300も，マ

　ルセイユにはジェノヴァから海上保険は伝えられたと考えでおられるようであ糺

19　Boiteux，功．α立，p．92
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florenis　prout　constare　asseritur（i皿）nota　quadam　scripta　per　magistrum

Raymundum　Bidaudi　notarium　massilie　pubIic1ユm　s11b　anno　presenti　et　die

in　ea　COntentO

cumque　mユnc　de　uo1untate　partium　navis　Bertrandi　Forbini　debeat　accedere

sive　naYigare　ad　carcatoria　supradicta　de　Forojulio　et　de　Gri㎜aldo　pro　dic－

tis　b1adis　onerandis　et　portandis　ad　hanc　cil1itatem　ecce　quod　dominus

Bartholomeus　de　Marinis　jamensis　mercator　intervenie皿s　ut　asserit　in　hac

causa　vice　et　nomine　prefati　domini　Raphaelis　Castanee　pro　quo　promisit　de

rato　et　dictus　Ju1ianus　de　Remezano　nomine　suo　proprio　et　dictus　Raphael

Carrega　etiam　nomine　suo　proprio　et　dictus　Johannes　Forbini　etiam　nomine

suo　proprio　et　dictus　R劃ymundus　Blancardi　nomine　suo　proprio　omnes

simul　unanimiter　et　concorditer　et　qui1ibet　pro　rata　proIniserunt　et　con－

venemnt　ac　pactlm　et　conventionem　fecerunt　cum　nobilibus　uiris　Johanne

de　Jerusalem　et　Petro　Folcardi　sindicis　et　sindicariis　no㎜inibus　dicte　ciuita－

tis　Massi1ie　presentibus，stipu1antibus　et　recipientibus　vice　et　nomine　uni－

versitatis　dicte　ciuitatis　et　pro　ea　vide1icet　currere　resi馴u㎜sive　riscum

omnes　domi皿i　assecuratores　predicti　de　tota　quantitate　dictorum　duorum

mi1ilユm　flore皿orum　quod　esse　debebat　in　dictis　barchiis　vide1icet　in　et　slユper

navi　predicta

sub　ob1igationibus　jurium，renunciacionibus　ac　a1iis　clausulis　et　cauthe1is　in

nota　predicta　expressatis　ad　quam　dicte　partes　se　refferunt－jurantes　etc－

de　quibus　utraque　pars　etc－

Actum　M劃ssi1ia　in　aula　domus　dicte　ciuitatis

Testes　nobi－es．Petms　Vi皿audi　Iou　Vivaudi】，Jacob1〕s　Gassini，Gui11elmus　de

Favacio，Antonius　de　Cepeta　de　Massili乱．》

　　　「主キリスト降誕1427年2月17日3時頃。最近，尊敬すべきジェノヴァ
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　人であるRapha色1Castagne，Julien　de　RemezanoおよびRaPhaεl　Ca「「e2a，

　並びにマルセイユの市民であるJean　Forbini，Gabriel　Vassalhiおよび

　Raym㎝d　Blancardiは，上記マルセイユ市の上記の倉庫に運送するために，

　堅牢な小船に積載されるはずであったフレジュス（Fr6jus）およびグリ

　モー（Grimaud戸の町の小麦の価格を；マルセイユ市が売却し，売り捌く

　国王の相場で，2，000フロリンの金額まで，マルセイユ市に対して保険を

　提供したことを了解していた。恐らく，上記Raphael　Castagneは400フロ

　リン，上記Ju1ien　de　Remezamは400フロリン，上記Raphael　Carrezaは

　400フロリン，上記Jean　Forbiniは400フロリン，上記Gabriel　Vassalh1は

　200フロリン，そして上記Raymond　Blancardiは200フロリンについてで

　あったが，上記すべての保険者は，上記小船1隻につき600フロリンを限

　度に危険を負担すべきことを条件としていた。この事実は，本年中のこの

　覚え書に記された日に，マルセイユの公証人Raymond　Bidaudi氏によっ

　て書かれた覚え書において保証されていた。

　　ところが，当事者の意思により，Be．trand　Forbiniの船舶が，フレジュ

　スおよびグリモーにおいてすべての小麦を積載し，マルセイユ市に運送す

　るために，同地の倉庫に赴くことになったため，上記Rapha毫1Castagne，

　Julien　de　RemezanoおよびRaphae1Carrezaの諸氏，並びに上記Jean　For－

　biniおよびRaymond　B1ancardiの藷氏の全員および各自が，上に定める

　担保について全員一致で合意して，各白が有効に約束したことを確認する

　ために，ジェノヴァ人であるBarh色1emy　de　Marinisが介入し，上記諸氏

20Gal1岨は，原文のGri皿alという地名を，当時イタリア国境近くに在った港町のGrimaldiと解し

　ているが（伽d，，p．71，n33），このGrimalという町がマルセイユから小船で往復できる距離に

　あったこと，フレジュス（Fr色jus）と並置されていること，また通常の文書では主たる地名が先に

　書かれるのが普通と思われること讐から，これはグリモー（Grimaud）と考えるのが適当ではない

　か。
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に代って，上記マルセイユ市の代表市民でありかつ上記マルセイユ市の代

表市民の資格で行動し，上記市においておよび上記市全体の名においてお

よび上記市のために要求し，受け入れる貴族Jean　deJerusalem　Pierre　Fol－

cardiと，この契約をもって約束し，協定し，締結し，合意した。本契約

の条件に従い，上記保険者諸氏は，数隻の小船に積載されるはずであった

が，その後上記一隻の船舶で積送されることになった上記2，000フロリン

の全金額の担保および危険を負担することを約束し，決定した。本契約は，

上記両当事者が従い，一・について合意した上記覚え書に記されている権

利，権利放棄についての保証およびその他の条項の下に締縞される。

　証人，マルセイユの貴族Pierre　Vinaudi［またはVivaudi］，Jacques

Gassini，Guil1aume　de　Favacio，Antoine　de　Cepetao」

　中世における公正証書は，その内容や記述の点で暖昧であったり，文法的に

おかしかったりするものが多い。本証書も同様に，意味不明の点もあるが，た

だ内容はかなり明快である。すなわち，マルセイユ市は，フレジュス産および

グリモー産の小麦を数隻の小船で運送する決定をし王この運送について5人の

保険者と保険契約を締結した。そこで，第1の公正証書が作成された。しかし，

何らかの理由によって，この小船による運送は中止され，ただ一隻の大型船舶

による運送に切り替えられたために，第2の公正証書が作成されたのである。

これによって，最初の数隻の小船による運送の保険を引受けた5名の保険者は，

その保険契約の内容を変更することなく，第2の方法，一つまりただr隻の大型

船舶による運送についても，引受けることに合意したのである。ただ唯一の変

更は，小船による運送の場合には，保険者の責任は一隻当たり600フロリンに

制限されていたものが，大型船舶による運送については2，000フロリンとなっ

た点だけである釧。

　この契約においても，Rapha竃1Castanee醜，Julia㎜s　de　Remezano皇ヨ，Raphaξ1
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Carreza幽といったジェノヴァ出身の証人が登場している。

　ところで，この保険契約書は，フランス海上保険史研究において非常に重要

な意味を持つ。なぜならば，フランス海上保険史に関するフランスおよびわが

国のこれまでの研究では，フランス人が保険者として登場してくるのは16世紀

に近くなってからであると考えられていた25。ところが，原文にもはっきりと

見られるとおり，このマルセイユで現在知られる最も初期の海上保険契約にお

いて，上記三人のジェノヴァ出身の商人と並んで，JeanForbin2畳，Gabriel

Vassalh，Raym㎝d　Blancardという名前のフランス人が保険者として登場して

いるからである。

　っいでながら，上記三人のフランス人保険者の他にも，Jacques　Forbin，

Barthξ1emy　Cape11e・Jean　de　Montolieu，Jacques　Adam，ManueI　Gal1erand，

BernardCoste等，すべて大商人であるマルセイユ人保険者グループがかなり

21この2，000フロリンは，ユ426年の保険契約における保険者の一人であるRaphaεl　Castagneがマル

　セイユ市に前貸ししたものである。

　　このRaphael　Castagne（Catagneとも書かれる）は，マルセイユにおいて一旗揚げようとジェノ

　ヴァからやってきた人物であるが・マルセイユの市民権を得ようとはしなかった。彼は後に，海上

　商業における多数の争いを仲裁している。

22Baratier　et　Reyn舳d。妙f｛f，p886，n」はRaphaεl　Castaneeと書いており，筆者の手元にある

　写真でも・同じくCastaneeと読み取れるが，本契約に対する係わりから判断して，Raph自61Cas－

　taneeはRapha違1Castag皿eと同一人物であると考えて差し支えないであろう。

23彼は，ジェノヴァからマルセイユに移住して帰化したRemesan家の一員で，フランス名Ju11en

　de　Reme舶皿と同一人であると考える。なぜならば，Julie口de　R㎝esanも，この1427年2月ユ7日の

　小麦の購入に関与しているからである。一αBaratieretReynaud，ψ。化、p．713

24原文ではCarregaと読み取れるが，Bamtler　et　Reymud，φ泓、p，191，n．5はCarrezaと書いて

　いる。G副11ix。ψ仇pp70et71もCarrezaと書いているので，拙訳でもCarrezaと表記した。

　またBolteux，功伽乱，p－g2にはRapha芭1Core・2aという名前が見られるが，これもRaphadCa胴一

　zaと同一一人であると考えて差し支えないと恩う。

25Mass㎝〃〃，p211：木村栄一・前掲書p．169；同一前掲論文p55．

26BaratIeretReymud、ψ．α丘，p．886．皿1．なお，このJeanForbinは，二番目の兄BertrandFor，

　binとともに，マルセイユ最大の名家Fo．bm家を築いた人物で，1425年，工43ユ年および1443年の

　3回にわたって，マルセイユ総督を務めた。プロヴァンスとフランスの合併に貢献したPa1割皿色de

　大公の叔父にあた乱なお，父親のGuillame　ForbmはAlxでなめし皮商を営んでいた商人であ

　る。
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急速に形成され，またMarco　di　Marco，Ricci　Altovis，Pau1家，del　Bene家，

Peru㏄i家などフィレンッェからの移住商人も加わって，マルセイユの海上保

険市場は，15世紀を通して長足の進歩を遂げた21。

7．1427年11月26日の保険証券

ユ426年と1427年との二年間における海上保険契約に関する記録はかなりたく

さん現存しているが㎎，その契約の形式および内容までもわれわれが知ること

のできるものはそれほど多くはない。その少ない史料の中で最も古いものの一

つは，やはりマルセイユの県立古文書館に保存されている1427年11月26日の保

険証券である。木村栄一博士は，これをもって現在われわれが知っている最古

のフランス海上保険証券であると述べておられるが2豊，これが誤りであること

についてはすでに記した。しかし，これは当時の典型的な海上保険契約様式を

われわれに示してくれる貴重なものであるかぴ，以下にこの原文を紹介しよ

う苫’。

　　《Amo　incarnationis　Domini　M℃CCC　XXVII，die　mercuri　XXVI　mensis

nove血bris．．。notum　sit　etc、．．qllod　cum・nobiles　Jac．Guassini　et　Petrus　de

Scalis，consocii　oneraverint　in　et　super　b劃rchia　Hugonis　de　Neapo1i　de　Ber－

ra，50barri11as　plenas　pisciblユs　dictis　malstanh，200f1．、pro　portendo　eas

2グB．i・・雌，砂批、P，92

28九船積み中にバーク船が沈没したならぱ，実際二に船積みされていた小麦の部分についてのみ担保す

　るということを規定していた1426年／0月14日の保険証券や，海」二ばかりではなく、河川（ローヌ

　河）航行中の損害をも担保した1棚隼10月6日の保険証券など，多数存在する。一q　Boiteux．

　ψ、む砿、p，93，et　Bar田士i日r　et　Reyn副旭d、妙、f狐、p七886，r■．2－

29　木村栄二・前掲書，p162．

30　B且rat爬r　e止Reyn纈皿d、妙．α正、p．885－i1　3

31　この保険証券については，木村栄一・前掲書p162でも解説しておられるので；邦訳についても．

　同書に拠らせていただいた。
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　de　portu　presenti　ad　civitate㎜Avennionis，ecce　quod　nunc　honorabilis　vir

　Raphael　Gastanhie　mercator，civis　civitatis　Massilie，pro　se　et　suis，assecur－

　avlt100fl．in　et　super　dictis50barrilis　vehendis　per　mare　cum　dicta　bar－

　chia．、．resiguo　et　fortuna　ipsius　assecuratorii　videlicet　ignis，maris，cursari－

　orum，et　malarum　gentium，assecuramento　et　pro　eodem　habuit　fL4de　rege，

　quod　habuit　numeratione　continua．．．hoc　de　pacto　quod　casu　quo　sinistrum

　deveniat　de　mercantiis　jamdictis，quod　absit，eo　casu　juxta　modum　assecur－

　amentorum　dictos100fI．solvere　teneat、．．》

　　「主キリスト降誕1427年1工月26日水曜日において……次のことを表明す

　る。貴族Jacques　GuassiniおよびPierre　de　Scalisは共同して，ここの港

　からアヴィニョン市に行くべくH㎎o　de　Neapo1i　de　Barreの船に積まれた

　200フロリンの価値を有するmalstanhという魚の50樽に関し，マルセイ

　ユ市の市民，商人Raphael　Gastanhieに対し，彼および彼の親族のために，

　上記船で海上運送される50樽について，100フロリンを保険した。

　　　…本保険の危険は，火災の，海の，および船員め非行の危険であり，

　これに対して現金で4フロリンを受取った……。上記商人について事故

　が発生したときは，行方不明の場合においても，保険の内容に従って上記

　10Cフロリンを支払うことを約束する。・・・…」

　本契約において注意を引く点は，マルセイユの貴族Jacques　Guassiniおよび

Pierre　de　Sca1isは，ジェノヴァ人保険者のRaphael　Gastanhieヨ2に対して，200

フロリンの貨物につき100フロリンの保険を付けたこと，保険料率は4％で

あったこと，担保危険は「火災の，海の，船員の非行の危険および行方不明」

であったことである。しかし，本証券がイタリア語ではなくラテン語で書かれ

32前記撞22に述べたジェノヴァ人商人Raphaε1Castm直eと1司一人物であろ㌔
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ていること，証券に記載されている条項が極めて少ないこと，および担保危険

を定めた危険条項は簡単で総括文言がないこと等から，本保険証券はジェノ

ヴァ証券，一層正確には14世紀末からトスカーナ証券の影響を受けていたジェ

ノヴァ証券の流れを汲むものであることが分かる昌茗。

8．1438年3月29日の保険契約書および1438年12月18日の記録

　これまでに述べてきた史料以外で，現在知られている1400年代のマルセイユ

の海上保険契約に関する記録は，Paul　Mass㎝が1921年にパリの学会で・また

翌1922年にマルセイユの学会で発表した《L’Origine　des　Assurances　Maritimes・

spεcialementenFranceetaMarsei11e》において公にしたものが二つある。そ

の一つは，Sante－Marie号積みのワインの積荷に関する海上保険契約の存在を

証明する1438年3月29日の契約書であり，他の一つは・Salvage　Sa1vagiiなる

ジェノヴァの貴族に対して，マルセイユからジェノヴァに運送される麦の積荷

を付保する代理権を与えている1438年12月18日の記録である。

　この二つの史料の内容については，すでに木村栄一博士が，前掲の『ロイズ

保険証券生成史』（pp．163－169）において，上記Massonに拠って詳細に検

討しておられるので，ここでは，木村博士の同書によって・この二つの史料を

紹介するにとどめよう（同訳についても，同書に拠らせていただいた）糾。

［1438年3月29日付けの契約書］

　　　《地1ωα紡伽6刎卿劫αぬ抑o∫αωあoγ舳伽㈹I29mars1438L－Anno　in－

　camacionis　domini　miuesimo　Imo　XXXVIIIo，die　XXIX　mensis　marcii，hora

　。。。p。。。。・m，N・tm・it・…ti・p・・…tib…tf・t・・i・・q・・d・㎜・hi・・mi・

33　木村栄一・前掲書．pp．162一ユ弧

34　ただし，最初の史料の日付けについて，木村博士は「1438隼2月29日付け」としておられるが・

　これは「1438年3月29日付け」の誤りである。
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　　non　lo皿ge　deffluxis，honorabihs　vir　Odo　Rau　mercator　civitatis　Jan11ensis，

　　more　mercantili，sibi　assecurari　fecerit，nomine　honorabilis　viri　Jaco　Ven－

　　turo　mercatoris　f1orentini　habitatoris　civitatis　Avinionis，certam　q1ユanti－

　　tatem　vini　onustam　in　quadam　nave　patronisata　per　Alvarum　Ferandes　de

　　Lisbona　regni　Portuga1li，sub　nomine　Sancte　Marie　appeIlata，quam　vini

　　quantitate㎜predict1ユs　Jaco　Ventum　asseruit　fore　suam，prout　de　hujusmodi

　　assecuramento　dicitur　constare　quodam　pubIico　documento　m狐u　cujusdam

　　pubIici　notarii　civitatis　predicte　Janue　confecte　sub　anno　et　die　i皿eo　conten－

　　tis，cumque　rey　veritas　sic　se　habeat　quod　ipsa　quantitas　vini　sit　nobilis　et

　　honorabiIis（sic）virorum　Marioto　de　Nerllis　f1orentini　et　Bertrandi　Furbini

　　mercatorum　civium　civitatis　Massilie　et　utrique　ipsorum　pertineat　et　spectet

　　pro　certa　s1ユmma，vide1icet　dicto　Marioto　pro　summa　tricentor1」m　florenor－

　　um　et　jandicto　Bertrando　Furbini　pro　summa　quinge皿toru㎜f－orenor咀m，et

　　per　eos　in　dicta　naYe　seu　eorum　precepto　onusta　fuerit，constante　quadam

　　nota，prout　asseritur，su㎜pta　per　honorabiIem　et　provid1ユm　virum　lnagis－

　　trum　Raymundum　Bidaudi，notarium　dicte　civitatis　Massilie　pubIicum，sub

　　anno　et　die　in　ea　contentis；denuo　cum　casu　fortuitu｛sic）dicta　navis　onusta

　　dicto　vi皿o　et　aliis　diversis　mercanciis，discessa　a　portu　dicte　Massilie　civi－

　　tatis　faciendo　recta　via　viagium　suum　verssus　partes　Flandriorum，in　portu

　　de　Seta　per　armatam　et　gentes　regis　de　Portuga1H　（sic）　capt纈　extiterit，

　　proPPter　quo　I　dictus　Jaco　Venturo　recuperare　nititur　assecuramentum　pre－

　　dictum，creditque　i11ud　habere　et　recuperare　dum　tamen　promissionem　et

　　obligationem　faciat　dicto　Odo　Rau　in　hunc　qui　sequitur　modum＝vide1icet

　　quod　casu　quo　post　dictum　assecuramentum　predictus　Jaco　Vent1ユro　ahquid

　　in　prejudicium　dicti　assecuramenti　fecerit　seu　alias　eide賦　derogaverit，

　　tenea触r　tunc　ad　interesse，et　si　reperiatur　ipsum　Jaco，post　dticam　cap一
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tionem　de　dicta　nave　factam，aliquid　de　dicto　vino　recuperasse，tunc　so1vere

et　restit1ユere　teneatur　in　d1ユplum　dicto　Odo　Rau　quantitatem　per　eundem

Jaco　habitam　et　recuperatam：et　in　hoc　se　submittat　non　vemtque　in　iuis

iddem　Jaco　Venturo　se　obligare　nisi　prius　sit　cantus　et　securus　a　predictis

Inercatoribus　Massilie　quibus　dictam　summam（sic）pertinet　et　spectat：

一ecce　q1」od　nunc　predictj　M邊riot　de　Ner］is　et　Bertra皿dus　Furbi皿i，certifica－

ti　ad　p1enum　de　omnibus　superius　enarratis，cupientes　dictum　Jaco　Venturo

reddere　cautum　pariter　et　securum，bona　fide　etc．．per　se　et　suos，quisque

pro　rata　sua　et　prout　ad　unumquemque　ipsorum　tan鉢t　seu　tangere　poterit

quomodo1ibet　in　fut1』rum，promiser1』nt　et　soliditer　ccnvenerunt　michi　notar－

io　infrascripto　tanquam　publice　et　auctentice　persone　presenti　stipu1anti

soliditer　et　recipienti　vice，1oco　et　nomine　dicti　Jaco　Venturo　abse皿tis　tanqu

am　presentis　et　suorum，de　elユndem　Jaco　Venturo，1icet　absentem　ta皿quam

presentem，et　bona　su劃et　suorum　presentia　et　futura　servare　et　custodire

indempnem　et　indempnia　de　pred丘ctis　promissionibus，obligationibus　expen－

s壷s．dan皿is（sic），disturbiis£t　interesse　per　elIm　ve］s皿os　quoquomodo　sus－

tinendis　exigendo　et　recuperando　assecuramentum　de　dicto　vino　sibi　factum

prout　supra　declaratur．

　　　　In　pace　etc．，sub　esmenda　etc．，de　quibus　etc．、ob1igatis　etc。，submitten－

tes　se　realiter　et　persona1iter　etc。，renunciantes　etc．，jurantes　etc．De　quibus

etc。一Actum　Masslie｛n　qu盆dam　camera　dom1ユs　Johannis　de　Pa111o　sita　sup－

ra　Rippam．Testes，Johannes　Tedaudi　mercator　f1orentinus，providi　viri　Pet－

rus副a皿qui，Pauletus　Vassa11i　mercatores，Et　ego　Pa1amides　Vinaterius

nOt包・iuSetC．》

　　　「キリスト降誕1438年3月29日夕刻。

　　現在および将来のすべての人に，次のことを表明する。数年前，ジェー
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　ノヴァの商人，尊敬すべき人物Jacques　Ventureの名前で，ポルトガル王

　国のリスボンのAlvar　Ferandesが船長であるSte－Marieと称する船に積

　込まれた，ある量のぶどう酒について，保険を与えた。ジェーノヴァ市の

　一公証人によって，その裏面に記載されている年（月）日に作成された公

　文書が証明するように，Jacques　V㎝tureが付保したぷどう酒は，彼のも

　のであった。しかし実際は，このぶどう酒は貴族で尊敬すべき人物のフィ

　レンツェ人Mariot　de　Nerlesおよびマルセーユ市の商人Bertrand　Forbin

　に属し，かつ，正確にいうと各人にそれぞれ一定量，すなわち，上記

　Mariotに300フロリン，上記Bertra皿d　Forbinに500フロリン属し，それぞ

　れ自己の計算で上記船舶に積込まれた。また，上記マルセーユ市の公証人，

　尊敬すべき，かつ，誠実な人物Raymond　Bidaudによって，その書面に記

　載された年（月）日に作成された文書が証明するように，上記ぶどう酒お

　よびその他の各種貨物を積載した上記船舶が，上記マルセーユ市の港を発

　航し，フランドルに向け直航したが，偶然な事故によりSeta港でポルト

　ガルの艦隊および人民により捕獲された。この理由に基づいて，上記Jac－

　ques　Ventureは締結した保険で回復しようとするが，それには次のよう

　な約束により，上記Odo　Rauに義務を負わなければならない。すなわち，

　上記保険の後Jacques　Ventureが上記保険によって損害に対して何らかの

　物を取得したときは利害関係人として責任を負い，上記船舶が上記の捕獲

　に遭遇した後，そのJacquesが上記ぶどう酒の一部を回復したことが明ら

　かになったときは，Odo　Rauに対して，Jacquesが受取り，回復した金額

　の2倍を支払い，返還しなければならない。このためにそのJacques　Ven－

　tureは，これについて約束はするが，その前に彼がまずマルセーユの上

　記商人達から上記の返還すべき金額について保障され，不安がないのでな

　ければならない。ここにおいて，上記Mariot　de　NerlesとBertrand　For－

　binは上記のことをすべて知った上で，Jacques　Ventureに対し，その善
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意，……，彼および彼の家族，各人のために彼が受取ったもの，またはい

かなる方法であれ，将来彼が受取ることのあるべきものについて，保障し，

不安を取除く。彼らは，公証人として下に署名した私の前で連帯して約束

し，ここにいない上記Jacq皿es　V㎝tureおよび彼の家族に代り，および彼

の名前で，ここにはいないそのJacques　Ventureのために，運帯して約束

し相互に承諾する。彼らの現在および将来の財産，並びに彼らの親族の現

在および将来の財産は上記の約束の保証および担保並びに損書賠償に利用

され，かつ保存され，彼が上記ぶどう酒の保険からいかなる方法で回収し

ようと，これらは彼および彼の親族のために提供される。上記の如く宣言

する。

　マルセーユの，岸辺にある，Jean　de　Pau1の家の部屋で作成された。証

人，フイレンツェの商人Je劃n　T6baudi，賢い人，商人のPierre　Blanquiお

よびPaulVassal，並びに公証人の私Pa1amedeVinatierなど」

［ユ438年12月18日付けの記録］

　　　《正18dξcembre1438】、一Eodem　die，nctum　sit　etc．quod　nobi1is　vir

　Johannes　Forbini　habitator　de　Massilie（sic），ratifficando　et　confirmando

　nau－isat三〇nem　et1oquerium　factos（sic）Pro　eo　et　suo　nomine　per　nobi1em

　virum　dominum　Salvagium　Sa1vagii　de　Janua　de　ql」adam　nave　discreti　viri

　Cosme　Gaufridi　de　Nicia　ad　levandum　MCCC　vigi皿ti　eminas　bladorum　dicti

　Johannis　ad　mensuram　Janue，i皿portu　Massilie　portandorum　ad　Jamam　et

　omnia　naulisamenta　quarumciユmque　a1iarum　navium　ad　onerandum　blada

　dicti　Johannis　in　Massilia　per　dictum　nobilem　Salvagium　pro　dicto　Johanne

　facta　ex　commissione　et　mand劃to　factis　propterea　per　dictum　Johannem　pre－

　fato　domino　Sa］v田gio，εt　o㎜nia　gesta　per　dict迦m　do皿iinu㎜　Sa1vagju皿I　circa

　皿aulisamenta　jandicta，et　etiam　ratifficando　et　apporobando　assec1』r劃tiones
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　　quascumque　factas　per　dictu㎜dominum　Salvagium　dictorum　omnium　b1a－

　　domm　onerandom㎜　ipsi皿s　Johamis　tam　super　dicta　nave　quam　aliis

　　quibuscumque　navibus　seu　navigiis　locantis（sic）seu　naulisatis　per　eundem

　　dominum　Salvagium　dicto　nomine，bona　fide　etc．，omni　eo　（sic）modo

　　etc．，fecit　et　constituit　suum　certum　et　indubitat1』m　procuratorem，actorem　et

　　factorem　specialem　et　generalem，videlicet　dictum　domim㎜Sa1va藪um　Sa1－

　　vagii，abse皿tem　tanquam　presentem，specialiter　et　expresse　ad　iocandum　et

　　n劃ulismdum　quascumque　naves　et　navigia　ad　levandum　et　onerandum

　　quantitates　bladorum　dicti　Johannis　Forbini　in　hac　civitate　Massilie，iIlaque

　　portandum　et　exoneradum　in　dictaIn　civitatem　Janue　atque　tradendum　et

　　consi馴andum　Bertrando　Be11egoni　factori　dicti　Johannis　i皿civitate　jandicta

　　Janue　commoranti，sub　lcquerio　sive　naulo　et　pactis　quibus　vo11ユerit　et

　　melius　poterit　convenire，ipsaque　nau1a　solvere　promitendlユm，et　propterea

　　bona　dicti　Johannis　ob1igandum　et　ypcthecandum：dictaque　b1ada　ipsius

　　Johannis　Forbini　in　so1idum　vel　in　parte　assecurari　petendum　et　faciendum

　　per　quascumque　personas　et　sub　assecuramento　seu　pretiis　et　pactis　et

　　modis　quibu§vo－uerit　et　sibi　videbitur　faciendum，ipsaque　assecuramenta

　　solvere　promitendum　sub　bonorum　ob1igatione，jurium　renunciationibus　et

　　juramento　et　cIausulis　opPortunis　et　consuetis　in　taHbus　in　forma，Protes－

　　tandumque　in　judicio　et　extra　ac　in　scriptis　et　sine，et　pro　premissis　com－

　　parendum　agendo　et　defendendo　in　ommi　et　quocumque　judicio　ecclesiastico

　　et　seculari，ad　omnes　actus　incunctenter　usque　finem．

　　　　　　Et　demum　genera1iter　etc．；dans　etc．，re1evans　etc．，fidej1ユbeI1s，etc．

　　promitens　etc．，obligans　etc、，renuncians　etc一，jurans　etc．

　　　　　　Actum　Massilie　in　curia　regia．Testes　Johanllem　Gira皿di　habitatorem　et

　　Hugo　Peregrini　laboratorem　MassiHe．Factum　est　instrumentum．〉
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　「1438年12月18日。

　本日次のことを確認する。マルセーユの住民，高貴な人Jean　Forbinは，

ジェーノヴァの高貴な人Salvage　Salvagiiが，上記Jeanの有するジェー

ノヴァ度量で1，320ミーナの麦を，マルセーユ港からジェーノヴァに運ぶ

ために，二一スのCosme　Gaufridiの船を，Jeanのために，かつ，Jeanの

名前でなす用船，上記Jeanによって上記Salvagiiに与えられた代理権に

墓づいて，上記Salvagiiが上記Jeanのために，Jeanの麦をマルセーユか

ら運ぶためになす，その他すべての船の用船，および上記Salvagiiによ

り，上記用船に基づいてなされるすべての行為を承認する。また，上記

Jeanの麦が，Jeanの名前において善意で，上記の船または上記Sa1vagii

によって賃借もしくは用船されたその他すべての船で運送される前に，上

記Salvagiiがなしたすべての保険を承認する。……特別に，または一般

的に行動する一定の，かつ，不可抗争の代理権を与えた。すなわち，上記

Sa1vage　Salvagiiは，特別に，かつ明示的に，当マルセーユ市の上記Jean

Forbinの一定量の麦を積込み，これを上記ジェーノヴァ市に運び，荷卸

し，上言己ジェーノヴァ市に住む，Jeanの代理人Bertrand　Be1leg㎝iに引渡

すために，彼の欲する運賃および契約内容で，すべての船およびすべての

種類の船を賃借または用船しこの用船料を支払い，かつ，このために上記

Jeanの財産を担保に提供する，代理権を有している。上記Je㎜Forbinの

麦を全部または一部付保することを欲し，かつ，保険，契約，またはその

他彼が欲し，彼に適当と思われる形態で，すべての人によってこれをなす

ことができる。また，この保険を，その財産を拘束して，権利の放棄，宣

誓または適当な通常の契約締結によって履行し，かつ，裁判上または裁判

外において，書面を以てまたは書面なしに異議を申立てることができる。

更に，穣踏することなく宗教上または世俗上の裁判所にあらゆる訴訟を提

起することができる。・…
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　　マルセーユで，王室で作成された。商人，マルセーユの住人Jean

　Giraudおよび職人H㎎o　P6r逢grini。契約はなされた。」

　これら二つの記録で注目すべき点は，すでに述べた1427年2月17日の保険契

約において保険者としての役割を果たしていたJean　Forbinが，この1438年12

月18日の記録においては被保険者として登場していること，また前者の1438年

3月29日の記録においては，Jeanの兄のBertrand　Forbinが登場していること，

更に両方の記録において，保険契約はジェノヴァにおいて締緒されていること，

である。

　なお，1438年3月29日の契約書に出てくるSainte－Marie号は，もともと

Forbin家の持ち船であったが，ユ435年8月に，あるジェノヴァ人に売却され

たのである。

9．1434年7月28日の保険契約に関する記録

　さらにもう一つ，年時は少々遡るが，マルセイユからアルジェロ（A1ghero）

まで運送される60フロリンの価額の4梱包の珊瑚について，3フロリン3グロ

スの保険料をもって締結された1434年7月28日の保険契約に関する記録35があ

り，この契約においてもJean　Forbinが登場しているが，彼が保険者として行

動しているのか被保険者として行動しているのか明らかでない。

10．1584年10月15日のSt1lary号積み貨物の保険証券

　ルネッサンスの世紀，すなわち16世紀は，保険が今日見られるのとほぼ同じ

ような，はっきりとした概観を現わした世紀であり，小さな点を除いて保険が

画一化の傾向を示し，粗筋において今日まで存続している諸規則を採用した世

35　Bar劃tier　et　Reynaud，φ蜆f．p，886，n．2｛A，D　des　B01］ches－du－RhOne．Verdillo皿97，fo43〕
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紀である。またこの世紀は，保険が全ヨーロッパに，またアドリァーティコ海

からエルベ河やテムズ河にまで及んだ時期でもある36。

　マルセイユでは，16世紀の初頭に，1523年1月28日のフイレンツェ市条例に

倣って，「保険証券を認め，保険料を決定し，保険証券を修正」し，さらに契

約書に法律上の認証を与える義務と権限を有する保険委員（dεputξs　ou

depputtξs）が，同市議会によって商人の中から茗72名鴉選任された。

　この制度が採用された日付けははっきりせず，また長続きもしなかった。す

なわち，1614年以降は，保険仲立人自身が，このDepputt6sの審査を受けずに

契約を締結し，保険証券にサインをすることになったからである39。

　とにかく，このDepputtξsによって認証された現在知られる最初の契約書は，

マルセイユの商工会議所（Chambre　de　Commerce　et　d’Industrie　de　Marseille）

に保存されているかの有名な1584年10月15日付けの聖イラリー号（St．nary）

積み貨物の保険証券である。

　この保険証券は，ロイズ保険証券の源流となった上記1523隼1月28臼のフィ

レンッェ市条例の付則に掲げられた保険証券様式（およびその原型となった

1397年7月10日のフイレンツェ証券）に倣ったものであ一るが如，後のマルセイ

ユの海上保険証券にも大きな影響を与えているので，マルセイユ商工会議所の

archivisteであるM㎝sieur　C㎝rduri色のご好意によって入手できた同保険証券

の活字文（多くの誤字があるが，原文のまま）とその英訳伽を掲げよう。

36B沁・・、伽砿．臥10b．

37　このd違p雌s（またはdepputtεs）」偉，前年の商事戴判宮がなることもあった。一

38　フィレンツェにおいては，この保険委員（spettabili　officiali　dl　sl㎝・ta）は5名であった。なお，

　フイレンッェ市の保険委員については，木村栄一・前掲書p188参照。

39　Boiteux、ψ．‘批．PP．109－11O，

40禾村栄一・前掲舎pp，181－182；同・「資料・工5幽隼マルセイユ海上凍険証券」r保険学雑誌』

　第422号，昭和38年，pp．153一ユ64．

41英訳は，Gow，W．．〃鮒伽1燗舳伽，5th　ed．，1931，Appendix　B，pp338－3皇Oに掲げられている

　Co皿mi航e帥i　Lloyd’sの翻訳である藺

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　49，



50　　　　　　　　　　　　　　早稲田商学第377号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《　　JHESUS　MARIA

　　　　　　Auエiom　de　Dieu　et　de　la　Vierge　Maryne　que　conduyze　Ie　tout　a　bon

　　salvemen卜■Se　fait　assurer　Sr－Guiliaume　Puech，pour　son　conpte　prcpre，

　　d’antrξe，tant　sulement　d’ici　de　Marcelhe　fins　en　Trippo11y　de　Surye，sus1e

　　veseau　nommεSt　Ilary，patron　Jehan　Vig1ユiε，hou　alユItre　que　sera，prenent

　　les　soubssign6s　asseureurs1es　risques，peryl　de　Ia　prξsente　surte，1aque1e

　　co狐ansera　du　jour　et　heure　que1es　marchadises　serontξtξs　chargξes　sus

　　dit　veseau，jusques　a　tant　q1je　soit　arryv6audit　Trippony，e1a，touttes1es

　　marchandises　deschargξes　en　terre註bon　salvement，a1ors　s’entendra　estre

　　fyni1es　risques，pξryl　de1a　prezente　surt色．

　　　　　　Et，e皿cas　de　desgrace，que　Dieu　ne　veulhie，1edit　Puech　ne　sera　teneu

　　mcntrer　aultres　escriptures　que1es　polyces　de　chargement，et　ainssin　sont

　　dlacort　pour　pache　expres－

　　　　　　Et　pleus　veuIt1e　dit　Puech　que　tous　seux　de　la　prξsente　seurt色pre－

　　ndront　et　soustiendront　et　paseront　tous　les　mesmes　risques，p6ryI　et　for－

　　tme　que　slest　passξ，tant　divin　que　humain，d’amys　que　ennemys，cogitte，

incogitte，tanssi㎝deseg・orye．tantecle・iastiquesquetanporelesrepre－

　　za1hies，marque　contremarque，juste　hou　verement　injuste．de　bande，contre－

　　bande，de　feu，de　vent，jet　de　mer，navig1ユantゑdestre　et　senestre，durant

　　ledit　voiage，et　de　touttes　aultres　pξry1s，risques　et　forteunes　que　le　dit

　　sumommξp劃sser　porroit　finalement，se　metant　au　propre　lieu　et　place　de

　　celuy，comme　cy　assure　ne　feuce，e　que　ne　puyce　dire皿y　a　treuver　canila－

　　tion　aulcune，au　contrayne．

　　　　　　Et　pleus　veult　le　dit　Puech　que，en　cas　de　sinistre　ou　perte，que　Dieu

　　ne　veulhie，que　le　dit　patron　a1e　autoritt6de　rachepter，recovrer　et　despan－

　　dre　et　s’ai〕tremetre　et　acorden　et　faire　au－tant　que　a　luy　semb1era　pour　Ie
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recovreme1lt　des　march加dises　de　dittes．sans　lisance　des　assereurs　aulx

quel　en　tel　cas　rendra　boヨl　co㎜pte　de　tout．

　　　　Et　p1eus　veult1e　dit　P1且■ech　que，en　cas　de　sinistre　cu　perte，que　Die1』

ne　veu1hie，que　les　assureurs　ayent　a　poyer　pour　chescum　d’eulx　les　soumes

aseu托es　to咀t　ou　partye　troix　mcis　apres　entendue　la皿ove11e　asur6e　de　la

perte　dudit　ve舵au，que　Dyeu　ne　veuihie，1es　asse皿reurs　seront　teneux

premierement，de　poyer　et　puys　p1ayder　se　bon1eur　sembie，et，au　dit　cas，

1e　dit　sieur　Gui11aume　Puech　sera　tenlユde　baiher　une　bone　et　sofizante　cau－

tion，que　prometra　de　rendre　et　restittuer色chescum　d．eux　les　soumes　que

Pour　heulx　seront　estεs　desbourcξes，avecque　le　benefice　de　tant　pour　cent，

come　les　juges　des　marchans　en　jugeront　en　cas　que　les　heuce　mal　receu，

dont　pour　ce　fait　les　soussig血ξs　asereurs　auront　de　terme　dix　vhuyt　moix自

PrOver　se　que　a　heu1x　p1era，

　　　　Et　pour　estre　vray　le　conteneu　de1a　prεsente　surtε，les　soubzignξs

asure岨s　se　hobユigent　leurs　persones　et　biens　melユbles　et　inmeubles，

prξsentz　et　advenyr，en　touttes　Colユrs　exprξcεment，et　nimement　en1a　Court

de　Messrs　les　Juges　de　marchans　de　Marcelbe．

　　　　Et　pleus　veult　et　declaire　le　dit　Sr．Puech，et　ainsin　sont　d’acort　avec・

que　les　soubzes　aseureurs，que1a　prξsente　escripte　de　surte　aye　aultant　de

force　et　viguer　co皿1e　si　feuce　faite　de　notayre　royal　autantique；a1a　melheur

forme　et　many色re　q皿e　fayre　hou　dire　ce　puyce，avecques　touttes　les　cauteles

et　clauzu1es　que　ap割rtienne皿t　a1ユx　surettξs、色1a　charge　toutes　foix　que　e1es

seront　autoriz6es，tacxcξes　et　sig皿εes　par　Messrs1es　Depputtξs－Et　Dieu1e

f乱ce　sa1ve，Amen，

　　　　Nolユs，Augier　Riquety　et　Doumergue　Andrξ，depputtεs　sur　la　taxation

des　assurtεs，avons　taxεet　modξrξ1a　prξsemte　surttξ，suyv劃nt　la　tenur　de
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　　Ia　susditte　escripte　d’yey　en　Tripou1y　de　Surye，自reison　de　cinq　pour　ceエlt．

　　Fait　a　Marselhe，ce　XW　octobre1584．

　　　　　　（∫｛幽A，RIQUETY，Depputt色．DOUMERGUE　Andrε，dξputt色．

　　100．Je，Marc　de　Roddes，asseure，en　la　forme　et　mani色re　contenl』e　en1a

　　　　　　susdite　seuretξ，Pour　cent　escut　so1，et　ay　heu　per　mon　risc　cinq　escut

　　　　　　par　mains　de　Marquiot　Gapal1on．Ce　XX芒octobre1584．Et　Dieu　la

　　　　　　salve．

　　1C0－Je，Roubert　Begue，asseure，盆1a　forme　et　maniさre　que　dessus，pour　la

　　　　　　somme　de　cent　escus　sol，et　pour　mon　risc　ay　receu　par　les　mains　de

　　　　　　Melchior　Gapai1hon　cinq　escus　de　mesme　val1eur．A　Marse1he，le　XX6

　　　　　　octobre1584．Dieu　la　saIve．

　　　50－Io，Pompeo　Pescioni，assieuro，nel　modo　e　forma　in　qual　contenl1to，per

　　　　　　la　somma　di　cinquanta　scuti　di　so1e，et　per　mio　risico　ho　ricevl1to，Per

　　　　　　man　del　detto　Capaglione，due　scuti　et　mezo　simiH．A　Marsiglia，giomo

　　　　　　di200cte1584．　E　Dio　la　facei　salva．》

（英訳）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《†JESUS　MARIA

　　　　In　the　name　of　God　and　of　the　Virgin　Mary■may　they　bring　al1to

good　safety－Sire　Guil1aume　Puech　doth　cause　himse1f　to　be　assured　for　his

own　account　in　respect　of　the　lading，so　far　on1y　as　from　this　port　of

Marseilles口it．from　here　MarseiHesl　to　Tripoli　in　Syri劃on　board　the　vesse1

named“St－Ilary”，Master．Jehan　Viguie，or　whosoever　sha1l　be［Master1．

The　undersigned　Assurers　accept　the　risks　and　perils　of　the　present　secur－

ity，which　shaH　commence　the　day　and　hour　that　the　goods　are　loaded

aboardthesaidvesse］andcontimel㎜tilsheshal1havearrivedatthe
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said　Tripoli　and　a11the　goods【are』there　discharged　on　land　in　good　safety，

when　the　risks　and　periIs　of　the　present　security，sha1l　be　understood　to　be

ended．

　　　　And　in　case　of　misfortune，which　God　forbid，the　said　Puech　shau皿ot

be　bound　to　Produce　any　other　documents　than　the　bills　of　lading（Po1yces

φe　chargement）and　thus　it　is　expressly　agreed．

　　　　And　the　said　Puech　further　stipulates　that　all　those　concerned　in　the

present　security　wi1l　take　and　sustain　and　incur　all　the　same　risks．peri］s，

andφances　which　may　a－ise　from　the　act　of　God　or岬an．（1iらas　we11hu－

man　as　divine），from　friends　or　enemies，known　or　unk、エ1own，from　rest－

raints　of　authorities　whether　eccIesiastical　or　tempora1，reprisals口etters　ofl

marque　and　counter－marque，just　or　in　point　of　fact　unjust，from　prohibi－

tions　of　all　sorts，from　fire，from　wind，jettison，navigation　to　the　right　and

left　during　the　said　voyage，and　from　au　other　perils，risks　and　chances

that　the　above　named　might　u1timately　incur，putting　themselves　i皿his　very

p二ace　and　position　as　if　he　were　1ユnable　to　effect　i皿surance，and　sha11not

seek　any　pretext　of　ca皿ceHat三〇n．

　　　　And　the　said　Puech　further　stipulates　that　in　case　of　accident　or　loss，

which　God　forbid，the　said　Master㎜ay　have　authority　to　buy　back，re－

cover，and　spend，and　intervene，and　make　agreement，and　do　whatever　he

sha1l　deem　fit　for乍he　recovery　gf　tlle　said　goods，whthout1icense　of　the

assurers，to　whom　in　suc戸casξhe　s巾11render　good　acount　of　alL

　　　　And　the　said　Puech　further　stipulates　that　in　case　of　accident　or1oss，

which　God　forbid，the　assurers　sh亭11have　to　pay，each　ope　of　them，the

sums　assired，in　whole　or　in　part，three　months　after　hearing　certain　news

of　the　loss　of　the　said　vessel，whicb　God　forbid．The　assurers　shall　be
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　　bound　to　pay　in　the　first　i皿stance　a皿d　afterwards　they　may　institute　pro－

　　ceedings　if　they　think　fit．And　in　such　case　the　said　Gui11aume　Puech　shaH

　　be　bound　to　furnish　good　and　sufficient　security　promising　to　give　up　and

　　refund　to　each　of　tlユem　the　sums　that　have　been　disbursed　on　their　behaIf，

　　with　an　addition　of　so㎜uch　per　cent　as　the　Judges　of　the　Merchants　may

　　decide，in　the　event　of　payment　having　been　wrongfu11y　received，for　the

　　proof　of　which　the　undersigned　assurers　shal］be　aHowed　a　period　of　eigh・

　　t£en　months．

　　　　　　And　to　make　good　the　contents　of　the　present　security　the　undersigned

　　assurers　expressly　pledge　their　persons　and　their　estate，reaI　and　persona1，

　　present　and　to　come，in　all　Courts，and　particular1y　in　the　Court　of　Mes－

　　sieurs　theJudges　of　the　Merchants　of　Marsei1les，

　　　　　　And　the　said　Sire　Puech　further　stipulates　and　declares，and　is　so

　　agreed　with　the　undersigned　assurers，that　this　security　shall　have　as　much

　　force　and　effect　as　if　it　were　made　by　a　King’s　notary　himse1f，in　the　best

　　form　and　manner　that　may　be　said　or　done．with　aH　the　stipulations　and

　　c1auses　that　are　proper　to　securities，provied刻ways　that　they　are　autho－

　　rized，taxed，and　signed　by　Messieurs　the　Deputies．And　may　God　make　it

　　safe．Amen．

　　　　　　We　Augier　Riquety　and　D㎝mergue　Andrξ．Deputies　for　the　taxati㎝of

　　assurances　have　taxed　and　regulated　the　present　security　according　to　the

　　tenor　of　the　above－named　document　of　landing（escripte　d’antrξe）from　here

　　to　ToripoIi　in　Syria，at　the　rate　of　five　per　cent－

　　　　　　Done　at　MarseiHes　this15凸October1584、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛Signed〕A．RIQUE’rY，Deputξ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　DOUMERGUE　ANDRE，Deputξ．
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100　I　Marc　de　Roddes　asure　in　the　form　and　lllamer　contained　in　the

　　above　named　security　for　one　hundredξcl］s　soI，and　have　received先r

　　㎜y　risk　five色cus　at　the　hands　of　Marquiot　Gapauon．This20th

　　October1584．And　God　save　it，

100　I　Robert　Beg1』e　assure　i皿the　form　and　mamer　as　above　for　the　sum

　　of　one　hundred色cus　so1狐d　for　my　risk　have　received　at　the　hands　of

　　Me1chior　Gapailhon　fiveεcus　of　like　value．At　MarseilIes　the20ユh

　　October1584．God　save　it．

　　lo・igi・ali皿it・li・・．1》一

50　I　Pompeo　Pescioni　assure　in　the　form　and　manner　of　this　document

　　for　the　sum　of　fifty台cus　sol　and　for　my　risk　have　received　at　the

　　hands　of　the　said　Capaglione　two　and　a　ha1f　ecus　of1｛ke　value．At

　　Marsemes　this20山day　of　October1584，And　God　make　it　safe．

Endorsed　on　wrapper．

　　Assurances　by　which　any　points　in　dispute　are　referred　to　Messieurs

the　Commercial　Judges．For　the　Worshipfu1Masters　and　Deputies　of　Com－

merce　oξMarseil1es．》

　上記の原文および英訳から理解できるように，本契約では，マルセイユから

シリアのトリポリまでSt－nary号で運送される貨物（その詳細は判らない）

について，Guil1aumePuechが，MarcdeRoddesおよびRoubertBegueという

二人のフランス人保険者およびPompeo　Pescioniという一人のイタリア人の保

険者に計250エキュの保険を付けた。保険料率は5％であった。この保険証券

は，後のロイズ保険証券と実によく似ているが，1523年のフィレ’ンッ斗の保険

証券とさらに一層類似しており，本保険証券がこのフィレンッェ証券と同一の

系譜に属することが分かる蛇。！523年のフィレンツェ証券の原型は，14世紀末
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の保険証券に見られるのであるから，一つの仮定として，マルセイユでは1523

年以前から，その当時のフィレンツェ証券に倣ったフランス語証券を使用して

おり，St，Ilary号積み貨物の保険証券は1523年のフィレンツェ証券を直接のパ

ターンとしたものではないとも考えられるが，いずれにしても，同証券はフィ

レンツェの証券様式に拠っていることは事実である43。

11．1400年代の船舶保険契約

　1400年代の船舶保険契約に関する記録は非常に少なく，Baratier　et　Reynaud

が公にしている1471年5月21日の記録44，Massonが発表したSainte－Marie号

に係わる1496年の二つの記録45，および1497年4月27日付けの1a　Francaise号

の船体および運送賃に関する保険契約があるにすぎない。これは，例えばユ6世

紀のGuidon　de　la　merにおいてさえも，船舶保険に割かれた部分が非常に少

なかったことから判断して，船舶保険（assurance　sur　corps－corpo－bush）の

経済的重要性が当時はまだ限られたものであったことを示す証拠となろう。

12．1471年5月21日の船舶保険契約に関する記録

　147！年5月21日の記録は，フランスにおいて現在知られる最も古い船舶保険

契約に関する記録であるが，これさえも，世界最古のジェノヴァの船舶保険契

約，すなわちジェノヴァーマヨルカ間の航海について，Georgius　L㏄avellum

がBartho1omeBassusに保険を付した船舶1aStaClara号に関する1347年10月

23日の保険契約蝸から，すでに12C年以上を経過している。

　このフランス最古の船舶保険契約に関する1471年5月21日の記録は，アヴィ

42木村栄一・前掲書，p．175．

43木村栄一・前掲書，pp．181－182．

44　B副mt孟er　et　Reym皿d，φ泓、p－886，n．4｛A．D．des　Bomhos・du－RhO皿e，Laget・Marエa446，fo93vo〕．

45　　Masson．ψoκ、pp．211－212

46　Boiteux．ψ‘犯，pp，148－149．
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ニョンの商人Marabotin　de　Barthξlemyの代理人であるH㎝orat　Forbinのため

に，Jean　Huetが引受けた金銭消費貸借契約書の中に見出される岬。

13．1496年のSainte－Marie号保険契約

　（1）Massonが公にしたSainte－Marie号に係わる二つの記録のうちの一つ，

すなわち1496年4月29日の日付けをもつ証嵜8は，保険証券に特定された事由

が発生した場合に，貴族Barthξ1emy　Cape1leに対して216フロリン，貴族

Ada㎜V㎝toに対してユ00フロリン，貴族Pierre　Vento蝸に対して50フロリン，

章族Charles　Forbi“に対して200フロリン，の計566フ・ロリンの保険金を講求

するために，JeanC劃mpelおよびマルセイユ港に碇泊している船舶

Sainte－Marie号の船長であるDomengo（ou　Dominique〕51de　Va㎝aが，マルセイ

ユの商人Adam　Rondoliveに与えた委任状である。

　船舶Sainte－Marie号の保険証券および本保険契約を証する公証人の記録は，

残念ながらない。船舶Sainte－Marie号自体は，地方の年代記作家Valbe1leに

よれば，商船ではなく，私掠船であったようである52。

　（2）1496年のもう一つの証書は，同年7月10日の日曜日に，Sainte・Marie号

牟マルセイユ湾のMontredon近くのHuvea㎜e海岸沖において，アラゴンの

Ferdinand王の船隊によって掌捕されたために，Adam　R㎝doliveが7月17日

に保険者に損害の発生を通知し，4人の保険者のうちのPierre　VentoとChar一

47　Archives　d隻partementa1妃s　des　Boo山ches－du・RhOne．Fonds　Laget－Maria446，fo93vo．

48　木村栄一・葡掲議文「ロイズ海上保険証券の系譜」p・55は1396年4月29日とレておられるが・

　これは1496年4月29日のミス・ブリントである。

49Ad囲m　Ve皿t⑪とPierre　V虐皿toは兄弟で，ジェノヴァ出身の貴族。兄のAd割mは1489年に，弟の

　Piemは1513年とユ524年の二回にわたって，マルセイユ総督を務めた。

50彼は既述のJe・皿Forbmの1O人の子供の中の第7番目の子供で，1503年にマルセイユ総督を務め

　た。

51　ユ496年の二つの証書で名前が異なっている；

52　　M劃sson、功、’砿、pp，211－212士
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1es　Forbi口に債務の履行を要求している証書である鴉。

　Mass㎝は，上記Sainte・Marie号に関して，多数の敵船がプロヴァンスの海

岸付近までも遊弍している状況の中で，マルセイユの貴族たちは特に危険の多

い私掠船についてさえも戦争危険を引受けているのであるから助，彼らは，保

険の引受けについて，すでにかなり長い聞の実際の経験を積んでいたと考える

ことができると述べている55。

14．1497年4月27日の保険証券

　マルセイユの県皿古文書館（Ma1auzat153，f．14）には，1497年4月27日の

契約書が保存されており，それは以下のように定めていた。拙訳も併せて示そ

う。

　　《27a・ri11497．

　　Franciscus　Perucci　mercator　florentinus，vellut　patronus　cuiusdam

navis．vocate1αFγα例む壱∫α，nunc　ill　gargata　preseIltis　civitatis　ramilie　exeun・

tis　assecuravit　a　personnis　inferius　particulariter　descriptis　summam　scu－

torum　auri　de　sole　tricentumquinquaginta　octo　et　unl1m　terti1Jm，in　et　super

corpore　dicte　navis　et　nauliis　eisdem　in　viagio　nuper（？）per　eumdem　Peruc－

ci　cu皿I　dicta　nave　fiendo　a　presenti　civitate　Massi1ie　usqlユe　ad　portum

Ligome　et　primo　ab　Alexandro　Caponi　scuta　tri藪nta　tria　cum　uno　tertio’

工tem　a　L1ユdovico　Perucci　scuta　viginta　tria　cum　u皿o　terti〇一Item　a　Johanne

BeHoti　scuta　vigi口ta　tria　cum　uno　terti〇一Item　a　Nicholao　de1Bene

53Mass㎝、砂泓，P，213．

54　Masso口は，木村博士が述べておられるように（前掲書p169），当時の国際事惰の下で，私掠船

　をも付保する必要があったかどうかは明らかにしていない。

55　Masso口、ψα’，p．212
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sc1ユta　viginta　tria　cum　uno　tertio－Item　a　Bemado　Coste　scuta25－Item　a

A皿tonio　et　Bartho］o㎜eo　Carbine”j　scuta　trigj珂ta　tria　cum　lmo　tertio；Item　a

Jacobo　Ceristorii　scuta　16cum　duobus　tertiis．工tem　a　Juliano　et　Donato

Perucci　scuta　sexaginta　sex　cum　duobus　tertiis，Item　a　Claudio　Phi1ipPi　scu・

ta　quinquaginta；item　a　Ll1dovico　Cazeti　scuta　triginta　tria　cu㎜uno　tertio

Prefatus　nobi］is　Franciscus　Perucci　patronus．．．declaravit　casu　quo　aliquod

sinistri　esset　de　d｛cta　sua　navo　eundo　ad　presenti　civitate　Massmensi　apud

portum　Ligorne，quod　Deus　me　advertat，dictam　securitatem　esse　et　perti－

nere　ad　dictum　Ludovicum　de　Santa　Fide　mercatorem　habitantem

Avinnionense．》

　「現在，本市の“ramil1e　eXe㎜tiS”の“gargムta”56に在る1αF舳g必2と

いう船舶のいわば船長である，フィレンツユの商人FranCo且s　Perucciは，

このPerucciが当マルセイユ市に在る同船をもって問もなくリボルノまで

行なう航海における同船の船体および運送賃の両方について，以下に個別

に述べる人たちに対して，すなわち，先ずAlexandre　Cap㎝iに対して33

エキュ3分の1，同様にL㎝is　Perucciに対して33エキュ3分のユ，同様

にJean　Be1iotiに対して23エキュ3分の1，同様にNico1as　de1Beneに対

して23エキュ3分の1，同様にBemard　Costeに対して25エキュ，同様に

AntoineおよびBarth毫1色my　Carbineniに対して33エキュ3分の1，同様に

Jacques　Ceristoriに対してユ6エキュ3分の2，同様にJ汕enおよびD㎝at

Perucciに対して66エキュ3分の2，同様にαaude　Phi1ippiに対して50エ

キュ，同様にLouis　Caset1に対して33エキュ3分の1の，358と3分の1

エキュ・ドール・ソレイユの金額の保険を付けた。

56・ramilie　e蝸㎜tls｝およぴ“鯛㎎置t齪…の意味は判然としない。一一曲11ix、砂τ｛f，p？3，後書は，

　一種の「倉庫」を意味するのではないかと，Gallixは述べている。
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　　上記の，よく知られた船長であるFranCois　Peru㏄iは，……当マルセイ

　ユ市からリボルノの港への航行中に，上記船舶に何らかの不幸が生じた場

　合には一神がこのことから私を守り給わんことを一，上記保険はア

　ヴィニョンの佳人で，商人である上記LouisdeSainteFoyのものであり，

　彼に帰属するということを，宣言した。」

　本保険契約の実際ははっきりしないが，上言己の証書から判断すると，船舶

1a　FranCaise号の船長であるフイレンツェの商人FranCois　Perucciは，マルセ

イユからイタリアのリボルノまで航海する同船の船体および運送賃について，

12人の保険者に合計358エキュ3分の157の保険を付けた。この船が航海中事

故に遭遇したときには，保険金請求権はLouis　de　Sainte　Foyに帰属するとい

うことを，FranCois　Perucciが宣言している証書である。これは，債権者の

Louis　de　Sainte　Foyが，債権保全のために，FranCois　Pe・ucciに本保険を付け

させたか，またはすでに締緒されていた本保険契約に基づく保険金請求権の譲

渡を約束させたものであろう。

15．　おわりに

　IsidoreA1auzet，AndrξBe1homme，AlainBessξ等のフランスの学者の「フ

ランスに海上保険が誕生した時期は16世紀の末葉である」とする説が誤りであ

ることを，筆者は既に公にした論文において指摘したところであり，また，

「フランス人が保険者として登場してくるのは16世紀に近くなってからであ

る」とするこれまでのわが国における説が誤りであることも，既に指摘した通

りである。

57原文では，合計保険金額は358エキュ3分のユとなっているが，各保険者の付保金額を合計する

　と338エキュ3分の1となる。
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　本稿では，それを裏付ける形で，海上保険契約に非常に近い工328年！1月12日

の用船契約書から説き始め，次いでいわゆる「仮装売買」（Vente　fiCtiVe）の保

険に関する1379年2月15日の契約書や1379年の無利息消費貸借（mutuum　gra－

tis　et　amore）を仮装した保険契約を経て，1426年の真正海上保険契約に至る

過程を見れこれによって，海上保険は15世紀の初頭にジェノヴァ人によって

マルセイユに伝えられたと思われること，および全く初期の時代から，Jean

Forbin，　Jacques　Forbin，　Gabriel　Vassalh，　Raymond　Blancard，　BarthξIemy

Cape11e，Jean　de　Montolieu，J劃cques　Adam，Manuel　Ga11erand，Bernard　Coste

等のフランス人が保険者として登場していることを，われわれは知ったのであ

る。

　さらに，今日僅かに知られている1400年代の船舶保険契約に関する記録の中

から，Baratier　et　Reynaudが公にしている1471年5月21日の記録，Massonが

発表したSainte－Marie号に係わる1496年の二つの記録，および1497年4月27

日付けの1a　FranCaise号の船体および運送賃に関する保険契約を紹介した。

　これら主として1400年代の史料を通して，南仏マルセイユにおける海上保険

契約の生成過程を概観できたと確信する。
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